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 進路ガイダンス 10月 21日（水） 

 生徒たちは、事前に自分の職業や日常生活の興味な

どの傾向を測る職業レディネステスト受けています。 

ガイダンス当日、お招きしたハローワークの講師の

方から、テスト結果の見方を中心にお話頂きました。 

振り返りシートに「働くということは、自分の長い

人生をどう楽しく歩むか」と記入した生徒がいまし

た。自分の持ち味や個性を把握すること、職業選択の

大切さなどについて学ぶことができたと思われます。 

 

 

 

 

 セーフティ教室 ９月16日（水） 

今回のテーマは、「私たちのこころとからだ～これか

らのライフプランのために～」です。講師として産婦

人科の先生に、妊娠や性感染症、男女の身体の仕組み

についての講話をお話していただきました。 

資料は、文字やデータとともに図やイラストでまと

められており、分かりやすく提示されていました。 

「男女それぞれのからだを清潔に保つ方法」といっ 

た普段あまり聞くことので

きない知識を得られたこと

もあり、生徒たちは熱心に話

を聞いていました。保健の受

業で学習した内容について

も、学び直すことができたと

思います。 

後期（リモート）始業式 １０月１６日（金） 

 臨時休業明けから開始した前期は、１０月１３日（火）

に終業しました。２日間の期間休業日を設け、１６日（金）

より後期が始業しています。 

さて、今年度の学校行事の多くは、終業式・始業式も含

め、新型コロナウイルス感染症防止のため、リモートにて

実施されています。職員室から発信される映像が、各 HR

教室のスクリーン中央に大きく表示され、音声とともに届

けられます。一方、各教室のスクリーンの右下の隅へ目を

向けると、他の教室の様子が小さく映っています。 

後期始業式にて、校長先生と生活指導主任の先生は、そ

れぞれ実際に目の前に全校生徒がいると想像しながらお話

をされたことでしょう。機器を通して伝わる先生方の表情

と音声からは、生徒一人ひとりに届くように、ゆっくりと

間をとってお話されていたように感じられます。 

同様に、先生の視線も機器を通して生徒たちに送られます。通常、始業式や全校集会などの限られた時間の中

で、先生と定時制約６５名の一人ひとりの生徒と目を合わせる時間は、ごくわずかな瞬間となります。しかし、

今回のようにリモートで届けられた先生の視線は、画面に集中している生徒一人ひとりに届けることができたと

思われます。生徒たちは、先生が自分自身に直接話しかけていると感じられたことでしょう。 

 

 
自由と規律 



テニス部の生徒が公式戦出場 10月４日（日）・11日（日）・18日（日） 

定時制通信制総合体育大会が、3週に続けて行われました。本校テニス部

からは5名の生徒が出場しました。 

出場した生徒たちの感想は、「サーブがすごく入ったので嬉しかった。」、

「二回戦目の相手がシングルスの準優勝者だったため、手も足も出なかった

が、その試合で得たものはとても大きかった。」とあり、有意義な大会にな

ったようです。今年度は、予定よりも練習時間の少ない中での出場となりま

したが、部員それぞれが練習の成果を発揮することができました。今後は２

月の団体戦に向け、テニス部が一丸となって練習に励んでいきます。 

体育の授業の様子（２年次）  １０月２３日（金） 

15点先取・１セット限定の特別ルールのもと、男女混合

ダブルスにて、バドミントンの試合をしました。 

サーブで甘く浮いたシャトル

は、瞬く間に体育館の床へと沈め

られます。 

各ペアで、仲間のミスに対し優

しく声を掛けたり、次の動きを確

認したりする場面が見受けられ

ました。 

 

今後の予定 

１１月１８日（水）  防災講話・応急救護訓練・避難訓練 

１２月 １日（火）  後期中間考査 始 

４日（金）  後期中間考査 終 

  ２３日（水）  学力テスト 

  ２４日（木）  薬物乱用防止教室 

  ２５日（金）  全校集会 

   ２６日（土）  冬季休業日 始 

年明けは、１月４日（月）より登校開始となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 演劇部の校内公演「This is me」 ９月 17日（木） 

「This is me」には「本当の私」の意味が込められています。 

今回は、生徒の希望を受け、初の体育館での講演となりました。 

主人公の置かれている状況を歌にのせ、感情の浮き沈み等をダ

ンスで表現するなど様々な表現に臨みました。 

公演を終え、「自分がやりたかったミュージカルを体育館で 

できて本当に良かった。これからもお客さんが喜んでくれるように頑張ります！」と生徒は振り返っていました。 

現在、唯一の部員である４年次の生徒は、脚本をはじめ、舞台演出、演技などの演劇に必要な要素すべてに

取り組んでいます。今年度の演劇部の活動は、年に１度の定通芸術祭が中止となったため、校内公演を目標に、

顧問の先生と試行錯誤を重ねながら日々練習をしています。 

面談週間 10月 19日（月）～30日（金） 

担任は、日々の学校生活に関すること、進路

に関すること、学校外で頑張っていることな

ど、多岐の内容にわたり生徒と面談をします。 

この期間は、担任の先生にとって、生徒とゆ

っくり時間をかけて話すことのできる貴重な

時間の一つとなっています。生徒たちは、それ

ぞれの友人関係や授業のことなど現在の状況

について担任の先生に伝えていたようです。 

例年は、年に２回の面談週間を設けていま

すが、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り臨時休校が続いたため、今回が初めての面

談週間となりました。この期間だけでなく、

いつでも相談を受け付けています。 

 

 


